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東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
で

は
、
22
施
設
（
う
ち
、
2
施
設
建
替
え

中
）
の
清
掃
工
場
で
、
23
区
内
の
可
燃

ご
み
の
焼
却
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
灰
の
多
く
は
、
東
京
都
が
設

置
・
管
理
す
る
、
東
京
湾
の
最
終
処
分

場
へ
埋
立
処
分
さ
れ
ま
す
。
最
終
処
分

場
は
、
今
後
50
年
程
度
で
一
杯
に
な
っ

て
し
ま
う
23
区
最
後
の
処
分
場
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
貴
重
な
処
分

場
を
一
日
で
も
長
く
使
用
す
る
た
め
、

23
区
と
清
掃
一
組
は
、
ご
み
の
減
量
や

資
源
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
清
掃
一
組
の
焼
却
灰
資
源

化
の
施
策
と
新
た
な
取
組
を
含
む
資
源

化
事
業
に
つ
い
て
、
そ
し
て
今
後
の
計

画
、
課
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1	

施
策
の
位
置
付
け

清
掃
一
組
で
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
そ
の
施

策
体
系
の
取
組
内
容
に
「
焼
却
灰
の
資

源
化
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
資
源
化
事
業
と
し
て
、

焼
却
灰
の
溶
融
処
理
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
同
時
に
高
い
維
持
管
理
コ
ス
ト

と
二
酸
化
炭
素
の
排
出
増
な
ど
の
課
題

も
抱
え
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
23

年
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
る
電

力
需
給
の
ひ
っ
迫
や
放
射
能
汚
染
な
ど

の
諸
問
題
も
加
わ
り
、
溶
融
処
理
は
規

模
を
縮
小
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
溶
融
処
理
に
よ
る

ス
ラ
グ
の
利
用
量
が
想
定
よ
り
伸
び
て

い
な
い
こ
と
や
、
セ
メ
ン
ト
原
料
化
の

資
源
化
事
業
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
溶
融
処
理
を
休
止
し
、
セ
メ

ン
ト
原
料
化
に
よ
る
資
源
化
事
業
を
さ

ら
に
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
セ
メ
ン
ト
原
料
化
」
は
、
平
成
25

年
度
に
鉄
道
輸
送
に
よ
る
実
証
確
認
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
「
徐
冷
ス

ラ
グ
化
」
は
平
成
30
年
度
に
、「
焼
成

砂
化
」は
令
和
2
年
度
に
実
証
確
認
を

実
施
し
、安
全
性
・
効
率
性
を
確
認
で
き

た
こ
と
か
ら
、令
和
4
年
度
は
3
つ
の
資

源
化
事
業
を
本
格
実
施
し
て
い
ま
す
。

2	

焼
却
灰
の
資
源
化
事
業

（
1
）
セ
メ
ン
ト
原
料
化

民
間
の
セ
メ
ン
ト
工
場
で
製
造
さ
れ

る
普
通
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト

（
※
）
の
原
料
で
あ
る
粘
土
の
代
替
材

料
と
し
て
、
焼
却
灰
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
セ
メ
ン
ト
の
原
料
に
は
、
主
に
石

灰
石
、
粘
土
、
け
い
石
、
鉄
原
料
等
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
※
） 一
般
的
な
土
木
建
築
に
利
用
さ
れ

る
セ
メ
ン
ト
材
と
し
て
最
も
汎
用

性
が
高
く
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
セ
メ
ン
ト
で
す
。

（
2
）
徐
冷
ス
ラ
グ
化

資
源
化
施
設
で
焼
却
灰
に
石
灰
石
等

の
添
加
材
を
加
え
、
溶
融
処
理
を
し
た

後
に
ゆ
っ
く
り
と
冷
却
（
徐
冷
）
す
る

こ
と
で
岩
状
の
ス
ラ
グ
が
生
成
さ
れ
ま

す
。
徐
冷
ス
ラ
グ
を
用
途
に
応
じ
て
破

砕
す
る
こ
と
に
よ
り
、
石
材
や
道
路
資

材
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
3
）
焼
成
砂
化
（
新
た
な
取
組
）

焼
成
砂
化
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
新

た
な
資
源
化
事
業
と
し
て
本
格
実
施
し

て
い
ま
す
。

資
源
化
施
設
で
焼
却
灰
か
ら
鉄
分
を

選
別
し
た
灰
に
、
還
元
剤
を
添
加
し
て

焼
成
炉
で
約
1
，0
0
0
℃
で
焼
成
し

ま
す
。
そ
の
後
、
粉
砕
、
造
粒
の
工
程

を
経
て
人
工
砂
が
生
成
さ
れ
ま
す
（
図

1
、
2
）。
主
な
用
途
は
、
下
層
路
盤

材
や
雑
草
抑
制
資
材
等
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
3
）。

焼
成
砂
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
度

に
焼
成
砂
の
安
全
・
安
定
性
、
効
率

性
、
経
済
性
な
ど
を
検
討
す
る
実
証
確

認
を
行
い
、
令
和
4
年
度
か
ら
本
格
実

施
に
移
行
し
、
焼
却
灰
資
源
化
事
業
の

拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

3	

焼
却
灰
の
輸
送
方
法

（
1
）
鉄
道
輸
送

鉄
道
輸
送
は
、
鉄
道
輸
送
用
コ
ン
テ

ナ
を
都
内
貨
物
駅
（
東
京
貨
物
タ
ー
ミ

「焼却灰資源化」への取組
～最終処分量の削減を目指して～ 

図3　施工現場（下層路盤材に使用） 図2　焼成砂

搬入工程 前処理工程 焼成工程 造粒工程・出荷

コンベヤ

鉄

主灰

クラッシャー

粉砕品

造粒設備

安定剤 セメント

焼成炉

粉砕機

磁選機

飛灰
還元剤

図1　焼成砂製造工程
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ナ
ル
駅
・
隅
田
川
駅
）
で
貨
車

に
荷
役
し
て
、
現
地
貨
物
駅

ま
で
輸
送
す
る
も
の
で
す
。

鉄
道
輸
送
の
特
徴
は
、
一
度

に
大
量
の
コ
ン
テ
ナ
を
定
期
的

か
つ
時
間
通
り
に
長
距
離
輸

送
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

効
率
が
良
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

（
2
）
船
舶
輸
送

船
舶
輸
送
は
、
船
舶
輸
送
用

コ
ン
テ
ナ
を
近
隣
の
港
（
東
京

港
・
横
浜
港
）
で
船
に
荷
役
し

て
、
現
地
の
港
ま
で
輸
送
す
る

も
の
で
す
。

船
舶
輸
送
の
特
徴
は
、
鉄
道

輸
送
よ
り
も
大
き
な
コ
ン
テ
ナ

で
輸
送
す
る
た
め
、
一
度
に
多

く
の
焼
却
灰
を
輸
送
で
き
る
こ

と
や
、
天
候
不
順
に
よ
る
輸
送

へ
の
影
響
が
限
定
的
で
、
復
旧
が
早
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
3
）
車
両
輸
送

車
両
輸
送
は
、
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
や
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
で
直
接
資
源

化
施
設
ま
で
輸
送
す
る
も
の
で
す
。

車
両
輸
送
の
特
徴
は
、
日
常
的
に
工

場
で
使
用
し
て
い
る
ダ
ン
プ
車
両
等
で

輸
送
す
る
た
め
、
全
て
の
清
掃
工
場

か
ら
搬
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4	

今
後
の
計
画
・
課
題

（
1
）
今
後
の
計
画

清
掃
一
組
は
、
令
和
16
年
度
ま
で
に

16
万
2
千
ト
ン
の
焼
却
灰
を
資
源
化
す

る
計
画
で
進
め
て
い
ま
す
（
図
4
）。

令
和
16
年
度
で
は
、
全
体
の
焼
却
灰
発

生
量
に
対
し
て
約
53
％
の
資
源
化
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
令
和
4
年
度
は
、
近

年
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
財
政
状
況
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
の
資
源

化
計
画
量
と
同
量
と
し
て
い
ま
す
。

（
2
）
異
物
の
問
題

清
掃
工
場
か
ら
搬
出
さ
れ
た
焼
却
灰

の
中
に
は
、
資
源
化
に
適
さ
な
い
鉄
く

ず
等
の
異
物
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
（
図

5
）。
そ
の
た
め
、
資
源
化
施
設
で
選

別
機
や
磁
選
機
で
金
属
系
の
異
物
を
取

り
除
く
前
処
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
未
燃
物
は
、
磁
選
機
等
で
の
選

別
が
困
難
で
あ
り
、手
作
業
で
選
別
す
る

た
め
、時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。

（
3
）
自
然
災
害
に
よ
る
計
画
変
更

鉄
道
や
船
舶
輸
送
で
は
、
台
風
や
大

雪
な
ど
の
自
然
災
害
が
運
行
計
画
に
与

え
る
影
響
は
、
と
て
も
大
き
い
も
の
と

な
り
ま
す
。
鉄
道
や
船
舶
で
は
輸
送
枠

を
確
保
す
る
た
め
、
早
め
に
計
画
変
更

や
手
配
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
関
係

各
所
と
綿
密
に
連
絡
を
取
る
こ
と
に

よ
っ
て
大
幅
な
遅
延
や
突
発
的
な
問
題

に
対
処
で
き
る
よ
う
体
制
を
築
い
て
い

ま
す
。

（
4
）
焼
却
灰
の
固
着

焼
却
灰
の
輸
送
で
は
、
1
〜
2
週
間

ほ
ど
日
数
を
要
す
る
輸
送
先
が
あ
り
、

コ
ン
テ
ナ
内
部
で
焼
却
灰
が
固
着
し
て

荷
下
ろ
し
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
固
着
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
重
機

を
使
用
し
て
焼
却
灰
を
か
き
出
す
必
要

が
あ
り
ま
す
が
（
図
6
）、
本
来
、
重

機
を
使
用
し
な
い
た
め
、
想
定
外
の
コ

ス
ト
が
発
生
し
ま
す
。
輸
送
の
長
期
化

の
ほ
か
、
コ
ン
テ
ナ
内
部
の
水
分
量
等

に
よ
る
灰
の
固
着
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
水
分
量
低
減
の
措
置
を
講
じ
て
い

ま
す
。

焼
却
灰
の
資
源
化
は
、
最
終
処
分
量

の
削
減
と
い
う
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
資
源
化
量
は
、
資
源
化
施
設

の
受
入
状
況
と
鉄
道
や
船
舶
の
輸
送
状

況
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
特
に
資
源
化
施

設
に
対
し
て
は
、
全
国
的
に
最
終
処
分

場
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
た
め
、
各
地
の

自
治
体
か
ら
受
入
要
請
が
増
え
て
お

り
、
受
入
量
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
資
源
化
施
設
及

び
運
搬
事
業
者
と
の
調
整
を
密
に
し
、

安
定
し
た
資
源
化
処
理
体
制
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
清
掃
一
組
は
、
安
定
的
・
持

続
的
に
廃
棄
物
処
理
を
行
っ
て
い
く
た

め
、
焼
却
灰
の
資
源
化
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
最
終
処
分
場
の
延
命
化

に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ご
み
の
減
量
や
適
正
な
分

別
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
管
理
課
）

図4　資源化計画量の推移

図6　焼却灰のかき出し作業

図5　選別後の異物・未燃物




